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宇宙は大変
たいへん

に大きいため、星
ほし

までの距離や銀河
ぎ ん が

の大きさなどを表すには、私たち
わたし   

が普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

で使
つか

って

いる単位
た ん い

では桁
けた

が多く
おお  

なりすぎて不便
ふ べ ん

です。そこで、天文学では、宇宙での距離や大きさを表すために、

専用
せんよう

の単位を使います。ＳＦ
エスエフ

映画
え い が

やアニメなどで、比較的
ひかくてき

よく耳
みみ

にする「光年
こうねん

」は、光
ひかり

が１年間
  ねんかん

に進
すす

む

距離を基準
きじゅん

（１光年＝約
やく

９兆５千億
 ちょう  せんおく

㎞）とし、光の速さ
はや  

で飛
と

べるロケットでも何年
なんねん

もかかるような遠
とお

いと

ころにある恒星
こうせい

や銀河までの距離を表すのに使います。例
たと

えば、私たちの太陽
たいよう

系
けい

がある銀河系「天
あま

の川
がわ

銀

河」の直径
ちょっけい

は 10万
まん

光年。その中
なか

で、私たちの太陽系は、銀河系のオリオン腕
うで

という渦巻
う ず ま

きの腕の一つ

に位置
い ち

し、銀河の中心
ちゅうしん

からは約２万６千光年ほど離
はな

れたところにあります。 

しかし、地球と太陽系内
ない

の惑星
わくせい

ま

での距離を「光年」で表そうとする

と、今度
こ ん ど

は 少
しょう

数点
すうてん

以下
い か

にゼロを

沢山
たくさん

並べる
なら    

必要
ひつよう

があり、やはり不便

です。そこで、太陽と地球との距離

（約１億５千万㎞）を基準
きじゅん

とした

「a u
エーユー

」という単位が使われていま

す。au は、astronomical
ア ス ト ロ ノ ミ カ ル

 unit
ユニット

（天文
てんもん

単位
た ん い

）の略号です。この au

を使うと太陽系内の天体の距離を

表すときに、地球と太陽の距離の

何倍
なんばい

なのかが分
わ

かるため便利です。

例えば、太陽から、最も
もっと 

外側
そとがわ

を周
まわ

る

惑星「海
かい

王
おう

星
せい

」までの距離は、平均
へいきん

約 45億㎞というより、約 30auと

表した方がイメージし易い
やす  

と思
おも

い

ます。その先の 30～50auには、

太陽系を小天体
しょうてんたい

がドーナツ状
       じょう

に取
と

りまく《エッジワース・カイパーベルト》があり、さらに１万
まん

～10 万 au には、長周期
ちょうしゅうき

彗星
すいせい

の起源
き げ ん

と

考
かんが

えられ、無数
む す う

の小天体が太陽系を球のように取り囲
かこ

む《オールトの雲
くも

》があると予想
よ そ う

されています。

6万 3千
ぜん

au＝1光年ですので、現在
げんざい

分かっている太陽系は約１光年以上
いじょう

という、とても大きな広
ひろ

がりを

持
も

っています。   

 

 

 １年
ねん

を 24等分
とうぶん

し、季節
き せ つ

を表す二十四節気。毎年
まいとし

４月下旬
げじゅん

の節気
せ っ き

は

《穀雨
こ く う

》と呼ばれます
よ    

。《穀雨》とは、穀物
こくもつ

の成長
せいちょう

を助ける
たす    

雨
あめ

のこと。今

年の《穀雨》は４月 20日で、《穀雨》を迎えると、雨が降る
ふ  

日
ひ

が増
ふ

え、

穀物などの農作物
のうさくもつ

が育つ
そだ  

のに絶好
ぜっこう

な気候
き こ う

となります。「雨生百
うしょうひゃっ

穀
こく

」、雨が

いろいろな穀物を成長させるといわれ、そんな季節を表しているのです。 

 

☆ ４月のプラネタリウムの内容につきましては別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み ４／１９(月)、２１(水)、２６(月)、３０(金) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 

★ 宇宙
う ち ゅ う

での「距離
き ょ り

」や「大きさ
お お     

」の表
あらわ

し方
  かた

 

★ 二十四
に じ ゅ う し

節気
せ っ き

・４月２０日は《穀雨
こ く う

》 

豊川市ジオスペース館 

【天
てん

文学
もんがく

の基礎
き そ

知識
ち し き

】 

約 1万倍 

さらに 

約 100倍 

Mitaka(国立天文台４次元デジタル宇宙プロジェクト)を使用して作図 



 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

★  ４月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

★  宇宙ステーション (豊川での主なデータ  ４ /15～ 30)  ※ 下記時刻は、予想値です 

  

◇  ４月２５日（日） [ 見やすさ ◎ ]    ４：１３ 南西   ～   ４：１９ 北東 

◇  ４月２６日（月） [ 見やすさ ◎ ]   ３：２８ 南南東  ～   ３：３２ 東北東 

◇  ４月２７日（火） [ 見やすさ 〇 ]   ４：１６ 西    ～   ４：２１ 北北東 

◇  ４月２８日（水） [ 見やすさ ◎ ]   ３：３０ 西北西  ～   ３：３４ 北東 

 

１７日(土) 月が火星
か せ い

と接近
せっきん

（東南アジアで

は火星食
しょく

） 

１９日(月) 月面
げつめん

X
エックス

が見える 

２０日(火) ガリレオ衛星
えいせい

の相互食
そうごしょく

、 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動ているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

穀雨
こ く う

、🌓 上弦
じょうげん

 

２２日(木) 4月こと座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

、 

星出さん打上げ 

２７日(火) 🌕 満月
まんげつ

、火星とM
エム

35が接近
せっきん
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